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「追記」
２０１１年３月１１日午後に発生した東日本沖の大地震は広
範囲でかつ甚大な被害を与えた。その際，福島第１原子
力発電所（東京電力）も大きな被害を受け，放射能漏れ
の危険，電力・エネルギー不足，風評被害といった問題
も加わった。海外では，放射能漏れの危険について，大
きな関心を集め，国外退避，渡航の禁止・自粛といった
動きが生じている。また，被災状況が長引くにつれ，各
種産業への打撃が深刻となり，観光産業もそれに漏れな
い。本州方面の一部スキー場では，電力・エネルギー不
足により，２０１０年度シーズンを早々に終えたところも
あった。
今後，外国人観光客の入込や外国資本の動向は，検討
がつかない状況にあり，震災前の状況に戻すために
は，２００８年度の金融危機とは異なり，相当な時間を必要
とするであろう。
自然環境は，上手に活用することで人間活動に恩恵を
もたらす一方で，その脅威も十分に認識しておく必要が
ある。今後，被災地の復興はもちろんであるが，その教
訓を活かすために，スキー観光地域の開発の在り方とし
て，改めて営利目的のみにならない視点が不可欠とな
る。
金融危機以降におけるニセコスキー観光地域の実態
―１４２―
